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随　　　意　　　契　　　約　　　結　　　果　　　一　　　覧　　　表

水産林務部
水産局
漁港漁場課

令和８年度
魚礁施設蝟集個体識
別効果調査委託業務

令和８年
(2026年)
７月28日

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

札幌市北区北19条西11丁目

3,850,000

　本調査については、カメラ撮影動画とAIを融合させた新たなモ
ニタリング技術の開発を目的としていることから、受託者には次
の事項が必要である。

①撮影した映像から魚の体長を測定するため、水の流れや濁り
などの現場条件やカメラと魚の距離（最大約25m）を再現した撮
影試験を実施可能な施設（大型増派水槽）を道内で唯一有して
いること。
②AIの深層学習のため、水中で様々な状態（魚の向きや距離
等）の魚類の映像を大量に撮影し魚種の同定作業を行うことか
ら、道内の魚種の細かい分類に必要な蓄積されたデータ、知
見、見識が必要であること。
③魚礁施設の効果調査について、これまで長年の経験、実績
があり、幅広い知見を有していること。

　以上の条件を全て満たすのは地方独立行政法人北海道立総
合研究機構（水産研究本部中央水産試験場）のみであり、代替
性がない。

　以上のことから、確実に業務を履行し当該調査を実施できる
のは、「地方独立行政法人北海道立総合研究機構（水産研究
本部中央水産試験場）」のみであるので、契約の相手方として
選定するものである。



　　４　説明員等の状況

水産林務部長 岡嶋　秀典 漁港漁場課
漁場事業担当課長

次　　　　　  長 渡辺　敦司

水　産　局　長 村木　俊文

林　務　局　長 加納　剛 総務課課長補佐

森林環境局長 土屋　禎治

技　　　　 　 監 藤田　瑞代

総　務　課　長 髙畠　研人

５　指名選考過程等

Ａ Ｂ Ｃ ～ α

1 業務委託 1 1 全会一致 1

指名選考基準

Ａ　地方自治法施行令第１６７条の２（随意契約）第１項第２号
     北海道財務規則運用方針第３節関係１の（２）により一者随意契約

指名
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特
記
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項
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指名選考基準（Ａ～α）

議決の状況
番
号

契約の名称

令和８年度
魚礁施設蝟集個体識別効果
調査委託業務

委 　員 出・欠

委 　員 出・欠

指名
候補
者数

摘　　　要

入札参加者指名選考過程等一覧表

１　指名選考委員会開催年月日　　 令和8年3月25日

２　指名選考委員会開催場所 水産林務部長室

説明員

委 　員

鈴江　信幸

出・欠

補助者

坂本　達彦

補助者

書　記

委 　員

委 　員 出・欠

３　委員の出席状況

委員長 出・欠

委 　員 出・欠

出・欠


